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さ
る
１
２
月
３
日
（
土
）
大
学

生
協
杉
並
会
館
に
て
２
０
２
２
年

度
会
員
親
睦
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
２
名
を
含
め
て
２
４
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

伊
野
瀬
幹
事
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
大
学
生
協
連
和
久

井
専
務
理
事
ス
タ
ッ
フ
よ
り
中
森

専
務
理
事
か
ら
の
報
告
「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
大
学
生
協
の
状
況
を

ベ
ー
ス
に
大
学
生
協
の
近
況
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

２
０
２
２
年
供
給
高
は
、
対
面

講
義
が
大
幅
に
回
復
し
た
が
、
食

関
連
部
門
供
給
で
は
、
食
堂
で
７

割
、
食
品
で
６
割
程
度
の
回
復
率

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
事
業
総
剰

余
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
８

割
、
経
費
も
８
割
に
と
と
ど
め
、

経
営
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
大
規
模
私
学
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
登
校
率
の
回
復

は
、
望
め
な
い
状
況
に
あ
り
、
現

況
の
登
校
率
を
ベ
ー
ス
に
、
経
営

改
革
を
す
す
め
る
た
め
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
進
め
て
い
く
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

同
時
に
２
２
年
７
月
に
５
２
０
０

名
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
生
活

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

と
し
て
、
失
わ
れ
た
大
学
生
活
へ

の
や
り
き
れ
な
い
不
満
と
と
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良
い
授
業
や
面

接
も
対
面
と
な
り
、
効
率
が
悪

い
」
、
「
人
間
関
係
づ
く
り
が
難

し
い
」
と
の
意
見
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
就
職
へ
の
不
安
と

し
て
「
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か

ら
な
い
」
「
学
生
生
活
で
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
活
動
を
何
も
し
て
い
な

い
」
と
の
感
想
が
少
な
く
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
２
２
年
９
月
末
に
て
大
学

生
協
共
済
連
を
解
散
し
、
１
０
月

よ
り
「
コ
ー
プ
共
済
連
大
学
本

部
」
と
し
て
発
足
し
、
１
月
末

に
、
残
余
資
産
を
出
資
金
比
率
に

基
づ
き
会
員
生
協
戻
し
を
実
施

し
、
２
３
年
度
の
共
済
加
入
者
目

標
を
過
去
最
高
の
１
６
万
７
千
人

を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
進
め
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
の
近
況

報
告
を
う
け
て
、
懇
親
を
深
め
ま

し
た
。 

２
２
年
友
の
会
会
員
親
睦
会
開
催
報
告

告
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 



第 37号                大学生協友の会                （2） 

 

 

小
冊
子
「
戦
争
体
験
を 

受
け
継
ぐ
」
に
つ
い
て 

 
原
田 

敏
朗 

 

 

私
の
出
身
大
学
の
和
光
大
学
に

は
、
２
０
１
５
年
９
月
旧
安
倍
政

権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
を
閣
議
決
定
（
２
０
１
４
年

７
月
）
し
た
こ
と
を
発
端
に
し
て

起
こ
っ
た
「
戦
争
法
（
安
保
法
制
）
」

反
対
運
動
を
継
続
し
、
卒
業
生
が

恒
常
的
に
行
動
で
き
る
組
織
と
し

て
「
和
光
大
学
Ｏ
Ｂ
・
九
条
の
会
」

（
現
会
員
１
７
０
名
）
が
結
成
さ

れ
、
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
小
冊
子
は
、
２
０
２
０
年

１
０
月
に
「
『
戦
争
体
験
を
親
世
代

か
ら
継
承
す
る
』
冊
子
の
作
成
に

つ
い
て
の
訴
え
」
の
呼
び
か
け
か

ら
始
ま
り
し
た
。
そ
れ
は
「
親
世
代

か
ら
受
け
継
い
だ
戦
争
体
験
を
若

い
世
代
に
受
け
継
ぎ
た
い
」
と
の

思
い
と
「
戦
争
の
当
事
者
や
子
孫
、

関
係
者
が
そ
の
体
験
を
語
り
続

け
、
実
感
を
広
げ
る
こ
と
が
大
き

な
力
に
な
る
」
と
の
考
え
方
か
ら

で
し
た
。 

  

私
は
、
こ
の
呼
び
か
け
を
受
け

て
、
２
１
年
１
１
月
に
『
モ
ー
ト
ロ

ッ
ク
戦
記
』
に
掲
載
さ
れ
た
父
の

残
し
た
手
記
：
「
通
信
士
の
奮
闘
」

（
元
本
部
無
線
通
信
班 

原
田
満

雄
）
及
び
『
モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
戦
記
』

の
紹
介
と
「
編
集
後
記
」
へ
の
コ
メ

ン
ト
、
カ
ロ
リ
ン
諸
島
ト
ラ
ッ
ク

島
南
東
４
０
０
キ
ロ
に
位
置
す
る

モ
ー
ト
ロ
ッ
ク
諸
島
の
２
年
間
の

攻
防
を
巡
る
「
戦
地
の
状
況
」
と

「
戦
況
」
な
ど
を
ま
と
め
、
寄
稿
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  

こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
て
、
寄

せ
ら
れ
た
投
稿
は
、「
戦
争
体
験
の

証
言
」
「
戦
争
体
験
の
聞
き
書
き
」

な
ど
１
５
編
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

こ
の
冊
子
に
は
シ
ベ
リ
ア
抑
留
、

被
曝
や
東
京
大
空
襲
、
満
州
開
拓

団
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
、A4

サ
イ

ズ
１
１
０
頁
に
編
集
制
作
さ
れ
、

２
２
年
２
月
１
５
日
に
４
０
０
部

発
行
さ
れ
、
２
２
年
１
１
月
に
新

聞
に
紹
介
さ
れ
、
完
売
近
く
な
り

ま
し
た
。 

  

現
在
、
法
政
大
学
（Ⅰ

部
・Ⅱ

部
）
、
東
京
外
語
大
学
、
東
京
経
済

大
学
な
ど
と
と
も
に
大
学
同
窓
生

九
条
の
会
連
絡
会
の
結
成
を
目
指

し
、
２
３
年
１
月
に
結
成
準
備
会
、

６
月
に
結
成
総
会
の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

 

（
１
）
和
光
大
学
Ｏ
Ｂ
・
九
条
の
会

「
戦
争
体
験
を
受
け
継
ぐ
」
の
申

込
み 

頒
価
：
送
料
込
み
１
０
０
０
円 

 

＊
残
り
わ
ず
か
の
た
め

Ⅰ

人
１
冊
、
１
０
名
ま
で
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

申
込
先e-mail:

  

h
a
ra
d
a
-t@

a
ir.lin

k
c
lu
b
.o
r.jp

 

yogu.harada@gmail.com 

〒
２
０
６
―
０
０
２
４ 

東
京
都
多
摩
市
諏
訪
２
―
２ 

 

Ｃ
―
４
１
４ 

 

原
田
敏
朗 

 

（
２
）
法
政
大
学
（Ⅰ

部
・Ⅱ

部
）
、

東
京
外
国
語
大
学
、
東
京
経
済
大

学
の
９
条
の
会
へ
の
問
合
わ
せ
先 

「
大
学
同
窓
生
九
条
の
会
連
絡
会
」

(

仮
称)

世
話
人
：
井
澤 

泰
（
東
京

経
済
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
九
条
の
会
） 

e-mail: 

 pah00133@nifty.com 
 

yasushiizawa886@gmail.com
 

 

「
い
も
ん
た
キ
ッ
ズ
か
ら
の
贈

り
も
の
」
臼
井
健
司
さ
ん 

自
費
出
版
の
ご
紹
介 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

木
田 

忠
巳 

 

 

信
州
大
学
生
活
協
同
組
合
の
上 

会
員
の
方
々
か
ら
の
紹
介 

mailto:harada-t@air.linkclub.or.jp
mailto:harada-t@air.linkclub.or.jp
mailto:harada-t@air.linkclub.or.jp
mailto:pah00133@nifty.com
mailto:yasushiizawa886@gmail.com
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 司
だ
っ
た
臼
井
健
司
さ
ん
か
ら
電

子
書
籍
発
行
の
紹
介
と
後
日
、
献

本
も
い
た
だ
い
た
。 

こ
の
本
の
帯
に
は
『
大
学
生
協

職
員
が
地
方
の
大
学
生
協
立
ち
上

げ
で
都
心
か
ら
地
方
へ
移
住 

素

朴
な
学
生
た
ち
と
の
触
れ
合
い
を

通
し
自
身
が
変
わ
っ
て
い
く
さ
ま

が
描
か
れ
た
私
小
説
・
・
・
・
・
・
・
・

心
の
変
化
。
時
の
流
れ
へ
の
順
応
。

と
り
と
め
の
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

洪
水
。
気
づ
け
ば
本
の
題
名
に
な

っ
て
い
る
、「
い
も
ん
た
キ
ッ
ズ
か

ら
の
贈
り
も
の
」
の
意
味
が
読
み

取
れ
る
。
』
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

 

第
１
章 

い
も
ん
た
開
店
前
、

第
２
章 

常
備
本
の
来
た
日
、
第

３
章 

葉
っ
ぱ
の
招
待
券
、
第
４

章 

進
級
歓
迎
ビ
デ
オ
、
第
５
章 

下
宿
ツ
ア
ー
、
第
６
章 

い
も
ん

た
、
あ
や
し
い
探
検
隊
、
第
７
章 

ユ
リ
ノ
キ
並
木
、
第
８
章 

彦
映

え
、
第
９
章 

路
上
、
終
章 

拾
ケ

堰
、
と
９
章
に
渡
り
、
あ
と
が
き
等

で
１
９
８
ペ
ー
ジ
に
渡
っ
て
い
る
。 

 

臼
井
さ
ん
は
皆
様
ご
存
知
の
よ

う
に
、
信
州
大
学
生
活
協
同
組
合

に
携
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
小
説
は
、

信
州
大
学
農
学
部
で
生
協
店
舗
開

店
、
店
舗
運
営
、
学
生
委
員
会
活
動

な
ど
の
体
験
が
も
と
に
な
っ
て
い

る
。
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
に
置
き
換
え
、
登
場
人

物
も
仮
名
だ
が
、
実
名
が
想
像
さ

れ
る
方
も
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。 

 

第
１
章
、
第
２
章
に
は
、
農
学
部

生
協
設
立
ま
で
の
事
情
や
開
店
準

備
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描
か
れ
て
い

る
。
信
州
大
学
は
１
年
次
に
松
本

で
過
ご
し
、
進
級
後
、
長
野
県
下
４

地
区
５
キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
散
し
て

い
く
。
信
州
大
学
生
協
も
１
９
６

０
年
に
繊
維
、
１
９
６
６
年
松
本
、

１
９
６
７
年
工
学
（
長
野
）、
１
９

６
８
年
教
育
（
長
野
）
と
設
立
し
、

事
業
さ
れ
て
い
た
が
、
南
箕
輪
村

農
学
部
が
取
り
残
さ
れ
て
い
た
。1

１
９
８
５
年
１
２
月
に
生
協
設
立

と
な
り
、
そ
の
事
情
を
か
ん
す
け

君
が
語
っ
て
い
る
。
１
９
８
６
年

４
月
事
業
開
始
と
運
営
担
当
と
し

て
臼
田
店
長
（
臼
井
さ
ん
）
が
登
場

し
て
、
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
開
店

準
備
を
進
め
て
い
く
。 

第
３
章
で
は
事
業
開
始
直
後
の

学
生
参
加
の
店
舗
企
画
活
動
や
パ

ー
ト
職
員
の
役
割
発
揮
、
機
関
誌

「
イ
ッ
ツ
い
も
ん
た
」
発
行
、 

第
４
章
の
進
級
歓
迎
ビ
デ
オ
で

は
、
学
生
委
員
会
合
宿
、
絵
は
が
き

作
成
、
農
学
部
特
性
の
共
同
購
入
、 

進
級
生
向
け
に
ビ
デ
オ
制
作
活

動
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、、、 

第
５
章
で
の
下
宿
ツ
ア
ー
な
ど

は
農
学
部
生
協
な
ら
で
は
の
圧
巻

で
当
時
、
長
野
や
上
田
で
も
実
施

し
て
い
な
か
っ
た
。
以
後
、
省
略
、、、 

陸
の
孤
島
の
よ
う
な
伊
那
谷
で

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
も
な
い
時
代
に
、

学
生
の
要
望
や
期
待
、
不
安
に
応

え
て
い
っ
し
ょ
に
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
学
生
の
成
長
と
交
流
、
生
協

事
業
を
進
め
る
過
程
が
微
笑
ま
し

く
懐
か
し
い
。
当
時
、
松
本
キ
ャ
ン

パ
ス
で
勤
務
し
て
い
た
私
に
は
、

供
給
規
模
や
剰
余
数
値
に
目
を
奪

わ
れ
が
ち
だ
っ
た
が
、
学
生
と
い

っ
し
ょ
に
店
舗
や
活
動
を
作
り
上

げ
て
い
く
農
学
部
店
舗
報
告
に
目

を
見
張
り
、「
こ
れ
が
大
学
生
協
か
」

と
の
想
い
だ
っ
た
。 

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
だ
け

で
な
く
高
齢
者
な
ど
各
世
代
に

「
分
断
と
孤
立
」
が
進
行
し
て
い

る
。 

「
８
０
５
０
」
問
題
な
ど
が
進
行

す
る
日
本
社
会
で
「
協
同
と
は
何

か
」
を
考
え
る
素
材
と
な
る
よ
う

に
私
に
は
思
え
る
。 

 

ぜ
ひ
「
友
の
会
」
の
皆
様
に
も
お

勧
め
し
た
い
。 

 

☆
電
子
ブ
ッ
ク
の
お
求
め
先 

https://note.com
/imonta_usui/ 

  

友
の
会
会
報
へ
の
ご
意
見
、

投
稿
、
原
稿
募
集
中
で
す 

 

２
０
２
３
年
は
、
６
月
１
日(

３

８
号)

、
９
月
１
日(

３
９
号)

、
１

１
月
１
日(

４
０
号)

を
計
画

し
て
い
ま
す
。 

退
職
後
の
近
況
や
体
験
、

在
職
時
の
経
験
や
思
い
出

な
ど
、
短
い
近
況
で
も
結
構
で
す
。

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

◆
字
数
：５
０
０
字
〜
１
６
０
０
字

（
応
相
談
）
会
報
へ
の
ご
意
見
は
時

数
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆
送
付
：
会
報
１
面
に
あ
る
住
所

か
メ
ー
ル
添
付
に
て
送
付
下
さ
い
。 

 
 ぜ

ひ
紙
面
上
で
は
あ
り
ま
す
が
情

報
交
流
、
意
見
交
換
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。  

  

 
 

https://note.com/imonta_usui/
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教
職
員
院
生
委
員
会
活
動
を
活

動
課
題
研
究
委
員
会
、
事
業
活
動

検
討
委
員
会
と
併
存
さ
せ
て
運
営

す
る
工
夫
を
し
て
い
た
が
、
と
て

も
厳
し
か
っ
た
。
９
３
年
の
Ｐ
Ｃ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ

事
業
活
動
委
員
会
で
し
っ
か
り
点

検
討
議
し
た
。
そ
の
理
論
的
整
理

を
明
確
に
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

私
は
Ｐ
Ｃ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
事
業
活
動
委
員
会
で
し

っ
か
り
点
検
討
議
し
た
。
そ
の
理

論
的
整
理
を
明
確
に
は
果
た
せ
な

か
っ
た
が
、
私
は
Ｐ
Ｃ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
と
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
設
立
準
備
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
割
い
た
。
地
域
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
の
努
力
を

し
た
が
、
そ
の
開
催
が
求
め
ら
れ

る
地
域
は
九
州
と
北
海
道
に
留
ま

っ
た
。
こ
の
地
域
は
今
も
毎
年
開

催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
並
列

し
て
動
い
た
時
期
は
体
力
的
に
も

精
神
的
に
も
き
つ
か
っ
た
。 

【
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利

用
教
育
学
会
）
事
務
局
と
し
て
】

（
９
６
年
６
月
〜
２
０
０
０
年
３

月
） 

 

大
学
生
協
会
館
の
移
転
引
っ
越

し
し
な
が
ら
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
設
立
年

の
Ｐ
Ｃ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
早
稲

田
大
学
理
工
）
の
準
備
を
し
た
。
大

学
時
代
の
友
人
２
人
に
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
加
わ
っ
て
も
ら
っ
て
、

初
期
の
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
と
Ｐ
Ｃ
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
を
軌
道
に
乗
せ
た
。
そ

し
て
会
長
の
交
代
、
事
務
局
の
交

代
を
見
定
め
て
退
職
し
た
。
交
代

し
た
中
心
事
務
局
は
１
５
年
安
定

し
て
続
け
て
く
れ
た
。
そ
の
メ
ン

バ
ー
は
バ
イ
ト
待
遇
で
応
援
に
入

っ
て
く
れ
た
友
人
２
人
と
私
の
３

人
で
面
接
し
て
、
杉
並
会
館
付
近

か
ら
通
勤
で
き
る
メ
ン
バ
ー
だ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
の
時
期
を
乗
り
切
っ

て
中
心
的
に
働
い
て
く
れ
た
最
後

の
一
人
が
２
０
２
１
年
１
２
月
に

定
年
退
職
し
た
。
メ
ン
バ
ー
と
は

今
で
も
コ
ロ
ナ
禍
に
ズ
ー
ム
で
お

茶
会
を
し
て
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Ｐ
Ｃ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
規
模
は

設
立
総
会
時
総
代
生
協
で
約
６
０

０
名
位
だ
っ
た
。
２
０
１
７
年
の

２
０
年
後
７
０
０
名
と
規
模
は
漸

増
し
た
が
、
質
的
に
は
変
化
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

７ 
２
０
０
１
年
３
月
定
年
退
職
後

に
進
学
し
た
大
学
院
の
頃 

大
学
生
協
連
で
の
足
掛
け
１
４

年
は
、
走
り
通
し
の
仕
事
人
生
だ

っ
た
。
６
０
歳
で
ま
だ
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
残
っ
て
い
た
こ
と
、
大
学
生

協
以
外
の
世
界
を
知
り
た
い
と
思

っ
た
こ
と
な
ど
あ
っ
て
、
他
の
世

界
を
見
な
が
ら
大
学
院
に
行
こ
う

と
考
え
た
。
特
に
連
合
会
に
集
ま

っ
て
い
る
各
大
学
生
協
の
暦
年
経

営
数
値
が
歴
史
的
に
分
析
さ
れ
な

い
こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
い
た
。

忙
し
く
て
も
、
総
じ
て
、
わ
た
し
は

常
に
主
体
的
で
あ
っ
た
の
だ
と
思

う
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
納
得
で
き
な
い

こ
と
は
し
な
い
で
き
た
の
だ
と
思

う
。
だ
か
ら
、
気
に
な
っ
た
こ
と
は

何
事
も
手
を
抜
か
ず
に
、
丁
寧
に

追
及
し
た
い
と
の
思
い
だ
っ
た
。 

私
が
大
学
生
協
を
論
文
の
テ
ー
マ

に
選
ん
だ
の
は
、
そ
れ
が
、
自
分
の

生
き
て
来
た
証
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
ず
、
母
校
の
先
輩
か
ら

福
武
直
を
客
観
化
す
る
テ
ー
マ
を

指
摘
さ
れ
、
第
一
の
私
の
仕
事
と

考
え
、「
大
学
生
協
と
福
武
直
」
を

修
論
の
テ
ー
マ
と
し
た
。 

 

修
論
を
書
き
終
わ
っ
て
物
足
り
な

か
っ
た
自
分
が
も
う
一
歩
進
め
て

も
の
に
な
る
か
ど
う
か
を
相
談
す 

あ
の
時
代
、
あ
の
頃
の
こ
と
〜
私
と
大
学
生
協 

<

最
終
章>

 

 

大
学
生
協
友
の
会
会
員
（２
０
０
１
年
入
会
）：
仲
田 

秀 
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る
た
め
に
尋
ね
た
の
は
、
福
武
先

生
の
一
番
弟
子
と
言
わ
れ
た
人
だ

っ
た
。
彼
は
一
時
東
大
生
協
の
理

事
を
や
っ
た
こ
と
の
あ
る
あ
こ
が

れ
の
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
修
士
の

社
会
人
入
学
を
推
薦
し
て
く
れ
た

人
で
も
あ
る
。
修
論
は
こ
れ
で
い

い
、
し
か
し
、
博
論
は
き
つ
い
よ
。

で
も
や
っ
て
ご
覧
と
い
っ
て
く
れ

た
。 

 

そ
れ
か
ら
、
大
学
の
先
輩
、
地
域

の
英
語
教
師
の
先
輩
に
つ
き
合
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
苦
手
な
英
語
を

勉
強
し
３
浪
を
し
、
こ
れ
で
ダ
メ

だ
っ
た
ら
あ
き
ら
め
よ
う
と
思
っ

て
受
験
し
た
３
年
目
に
法
政
大
学

大
学
院
に
入
学
出
来
た
。
そ
の
間

に
地
域
の
９
条
の
会
、
教
育
問
題

を
考
え
る
集
い
と
調
布
武
蔵
境
通

り
の
拡
幅
工
事
の
住
民
運
動
に
関

わ
っ
た
。 

法
政
大
学
に
入
る
時
、
方
法
論
は

ど
う
す
る
の
だ
と
詰
め
ら
れ
、
入

学
し
て
か
ら
方
法
論
探
し
に
２
年

余
り
か
か
っ
た
。 

そ
の
間
に
６
８
才
が
限
度
と
い
う

海
外
協
力
隊
の
説
明
会
に
も
顔
を

出
し
、
自
分
の
語
学
力
で
は
危
険

が
一
杯
の
国
に
し
か
行
け
ず
、
娘

の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
に
は
そ

れ
は
夢
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解

し
た
。
そ
こ
で
危
機
的
状
況
へ
の

手
助
け
と
言
わ
れ
て
、
国
内
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

東
京
高
齢
協
の
サ
ポ
ー
ト
ト
バ
イ

ト
を
一
年
半
行
っ
た
。 

そ
ん
な
こ
ん
な
で
４
年
が
経
過
し
、

指
導
教
官
の
定
年
前
に
提
出
す
べ

く
、
自
分
の
頭
で
考
え
、
文
章
を
ひ

た
す
ら
書
い
て
製
本
し
て
提
出
し
、

酷
評
を
う
け
た
。
繰
り
返
し
な
が

ら
、
論
文
の
修
正
に
取
り
掛
か
っ

た
。
一
向
に
学
会
誌
投
稿
が
決
ま

ら
ぬ
と
こ
ろ
、
あ
る
編
集
長
か
ら

と
に
か
く
発
表
し
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
数
値

部
分
を
大
学
院
紀
要
に
掲
載
し
た
。

そ
の
時
、
満
期
退
学
の
期
限
に
よ

り
、
満
期
退
学
し
、
大
学
院
紀
要
へ

の
投
稿
を
２
回
続
け
て
発
行
し
、

け
り
を
つ
け
、
喜
寿
を
迎
え
た
。 

文
集
を
出
し
た
い
！
と
お
願
い

し
て
、
論
文
集
「
大
学
生
協
の
持
続

的
発
展
に
つ
い
て
〜
理
事
会
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
経
営
業
績
」
を

発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
図
書
館

と
各
大
学
生
協
へ
寄
贈
で
き
た
。

学
生
委
員
会
Ｏ
Ｂ
の
ザ
ク
ロ
会
と

い
う
名
で
発
行
カ
ン
パ
も
加
え
て

も
ら
い
、
論
文
集
発
行
に
当
た
っ

て
は
、「
仲
田
さ
ん
の
考
え
て
い
る

こ
と
は
私
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
」

と
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
山
田
謙
次

さ
ん
が
面
倒
な
編
集
を
引
き
受
け

て
く
れ
、
か
つ
て
東
大
生
協
の
組

織
宣
伝
部
室
で
一
緒
に
仕
事
を
し
、

早
世
し
た
真
知
子
さ
ん
の
弟
：
矢

野
智
さ
ん
が
事
務
局
を
勤
め
て
く

れ
た
。
皆
さ
ん
！
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

完) 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

会
員
の
皆
さ
ん
、
回
想
記
事
連

載
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
仲
田
さ
ん
貴
重
な
ご
寄
稿

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

２
０
２
２
年
度
第
１
回
幹

事
会
開
催
報
告 

 

日
時
：
２
０
２
２
年
１
２
月
３
日

（
土
） 

場
所
：
大
学
生
協
連 

杉
並
会
館  

 
 

出
席
：
伊
野
瀬 

宮
寺 

倉
橋 

説
田 

釜
田 

塩
谷 

平
田 

和
久
井 

茂
垣 

柴
田 

中
村 

大
久
保
（
以
上
幹
事
）

古
越 

和
知
（
以
上
会
計
監
査
）     

☆
協
議
事
項
☆
以
降
を
協
議
確
認 

①
２
０
２
３
年
３
月
末
退
職
者
へ

の
友
の
会
入
会
取
組
に
つ
い
て 

②
２
０
２
３
年
友
の
会
総
会
特
別

企
画
検
討
に
つ
い
て 

③
友
の
会
第
３
７
号
会
報
（
２
０

２
３
年
２
月
１
日
発
行
）
計
画 

④
第
１
２
回
会
員
親
睦
会
運
営 

⑤
２
０
２
３
年
度
大
学
生
協
友
の

会
総
会
日
程
に
つ
い
て
開
催
日
７

月
８
日
（
土
）
１
１
時
開
会
予
定 

⑥
親
睦
会
日
程
に
つ
い
て 

開
催
日
：
２
０
２
３
年
１
２
月

２
日
（
土
）
１
４
時
開
会
予
定 

☆
次
回
幹
事
会
（
単
独
開
催) 

開
催
日
：
２
０
２
３
年
４
月
８

日
（
土
）
１
５
時
開
会
予
定 

 



岸田政権の「軍拡増税」閣議決定の撤回を！
　　2023 年 1月 5日
大学生協友の会幹事会

【「生協だれでも９条ネットワーク」からのご案内】
「日本を戦争する国にしないために！」学習と討議のつどい
日時：２０２３年２月１１日（土）１４：００～１６：００

場所：主婦会館プラザエフ５階会議室（ＪＲ四ツ谷駅麹町口前徒歩１分）
講師：矢野　裕（全国革新懇談会代表世話人、元・狛江市長 4期など）

連絡・申込先：世話人藤原一也：kazuya@yk-ms.com

　岸田政権は、昨年 12月 16日に「国家安全保障戦略」など安保関連三文書を改訂し、翌週 23日
過去最大となる 6兆 8千億円（前年度比 26％増）の防衛費を含む 2023 年度予算案を閣議決定しま
した。

　これら二つの閣議決定は、歴代政権が戦後一貫して否定してきた敵基地攻撃能力（反撃能力）の
保有、防衛予算の国内総生産（GDP）比 2％への倍増など「武力による威嚇と行使を国際紛争の解
決手段としない」旨を明記した憲法９条を貫く「専守防衛」とは相容れないものです。

　またこの閣議決定は、2014 年 7月に安倍元首相の「集団的自衛権の行使容認」と軌を一にした
岸田政権の常套手段です。しかも集団的自衛権の行使に不可欠な「抑止力」としての敵基地攻撃を
可能とし、日米安保条約を根拠に米軍指揮の下で自衛隊を参戦させる安全保障政策に他なりません。

　さらにこの閣議決定は、2022 年 2月のロシアによるウクライナ侵攻を契機に東アジアにおける
危機意識を煽り、日本周辺で続けられてきた日本海、尖閣、台湾などの「緊張」報道を巧妙に利用し、
国民の戦争への不安と恐怖心に付け込んだものであり、国民的な論議を経たものでもありません。

　この敵基地攻撃能力（反撃能力）は、他国への武力攻撃によって、第一弾の攻撃を阻止できたと
しても、仮想敵の攻撃基地全てを無力化しない限り、双方の国の攻撃が繰り返されるだけであり、
その実際は、ウクライナ戦争を見れば、明らかです。

　また日本に 54基ある原発被弾による被曝は、一基さえ福島原発事故の数百倍に及ぶ惨禍をもたら
すと予測されます。エネルギー資源と食糧資源の自給率の低い日本に求められることは、世界平和
とグローバルな国際環境であって、特定の仮想敵国を想定した先制攻撃も辞さないとする戦争準備
ではありません。

　また GDP2％防衛費のために企業の賃上げマインドを損なう法人税、二重課税でもあるたばこ税
などの増税は言うに及ばず、いわんや東日本大震災と福島原発事故からの復興を目的とする復興所
得税の転用や建設国債の起債などももっての外です。

　私たちは、この閣議決定を撤回させ、戦争を国づくりの柱にした戦前の日本への回帰に走る岸田
政権の軍拡増税をやめさせ、専守防衛を基本とした平和外交をすすめ、核兵器禁止条約批准、原発
ゼロ政策推進等の取り組みを進めるように訴えるものです。

　戦争は、抑止力で止めることができません。また死の商人を除けば、戦争が誰をも勝者としない
ことも自明です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）

【ご紹介】：大学生協友の会とは、全国の大学生協に在職した役職員及びOBOGが任意に会員と
　　　　　なり、大学生協在職経験者の誰でもが参加できる親睦会です。

第 37 号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大学生協友の会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）　　　
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